(3)経験することの大切さ（グローバル教育 : 長岡大学初の海外インターンシップの試み） by 本多, 直樹
長岡大学生涯学習センター『生涯学習研究年報』第６号（通巻第 15 号）
− 37 −
１．はじめに
　私がテクノセンターのインターンシップに参加しようと思った理由は、自分を成長させたかったからである。
　当初テクノセンターのインターンシップへ参加する考えはなかった。ゼミナールに入るまで、テクノセンターを
知らなかったからである。
　ゼミナールには私の他にテクノセンターへ行く学生が二人いた。二人は以前からテクノセンターのインターンシ
ップに参加すると決めていて、「テクノセンターで自分を成長させよう」という二人の顔は私には輝いて見えた。そ
んな彼女達に憧れたこともあり、テクノセンターへ行くで、私も変われるのではないかと考え参加を決断した。
　それに今までの大学生活を振り返ってみて焦りも感じていた。大学生活の中で特に、大きな事をしたわけでもな
いため、このままでは、ただ無駄に４年間を過ごすことになってしまうのではないかと感じていた。
　そこで、この研修に参加し、現地の中国人や他大学の学生から刺激を受け、様々なことを吸収して自分を成長さ
せたいという思いを強くした。
２．研修課題
　今回の研修では、中国人と日本人の考え方の違いを学んでくること、現地で働いているワーカーさんと日本人の
仕事に対する価値観の違いを学ぶことの二つを課題とした。
　前者はワーカーさんと実際に一緒に生活することで、中国
人と日本人の間に生活習慣に違いが見えてくるであろうと考
える。国によって、それぞれのしきたりやルールが存在する。
その違いがあるのかを知ることで、中国人という「人」も知
ることができるはずであると考えた。
　また、後者は我々日本人研修生と「世界の工場」で働いて
いる中国人ワーカーさんや現地で働いている日本人との間の
「仕事」に対する想い、「仕事」とは何かということについて
知ることである。私が中国人に対して抱く、「仕事」をすると
いうイメージは、「仕事一筋」、「仕事にまじめ」、「働くことが
すべて」といったものである。そんな「仕事」に一生懸命な
人たちに、これから職に就いて働く身として、「仕事」とは何
かということについて学びたかったからである。
３．テクノセンターでの生活
　今回のインターンシップでテクノセンターを訪れ、そのワ
ーカー寮を見て、衝撃を受けた。そして、不安が襲ってきた。
　中国へ行く前テクノセンターのことが書かれた本やゼミ担
当の先生や先輩たちの話を聞いていた通り、ワーカー寮は日
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本で我々が生活している環境とは大きく異なっていた。ベニ
ヤ板のベッド、和式便所の上に水道管がついたシャワーには
驚いた。食事等、日本との習慣・生活の違いに戸惑った。中
国で働くワーカーさん達は若いころから親元を離れ寮へ住み
込み、一人で何もかもやっていた。普段日本では当たり前の
ことと思っていることが、ワーカー寮では当たり前ではなく、
いかに私たちが日本で裕福で楽な生活をしてきていたのかを
強く実感した。
　そして、私は、このテクノセンターでの二週間研修を終え
ることができるのか不安になった。
　ワーカー寮での生活に加えて、ワーカーさんや他大学の学
生とうまくやっていけるのか不安だった。
　私はコミュニケーション力が高いとは言えなかった。自分から話に行くのではなく、いつも相手から話しかけら
れることを待っていた。だがこれではダメであり、自分から話しかけ、私とはこういう人間なのだと、相手に伝え
ることが大事であると学んだ。
４．中国の「人」
　当初、私は中国を訪れる際、中国人は日本人のことを嫌っているのではないかと考えていた。ニュースや新聞で
はあまり良くない報道が多かったからである。しかし、実際に生活をし、交流していく中で、今までの印象が良い
ものへと変わっていった。
　私はワーカーさんと話す機会ができたきっかけは私の趣味であるバスケットボールであった。話す勇気ができた
のもこの趣味であるバスケットボールというツールを使ったことが一番大きかった。このツールを使うことによっ
て話題がどんどん思い浮かんできて、話しやすくなった。最初は話すというよりもいっしょにスポーツして、同じ
汗を流していただけであった。しかし、同じことを一緒にすることにより、お互いの壁を取り払えることをこれま
での経験上知っている。その結果少しずつ会話が出来はじめ、最終的には夜中まで話しこむようにまでなった。
　私は中国人に対してあまりいいイメージを持っていなかったのが、こうした事を通じて考え方がかわった。ワー
カーさんは気さくな人が多く、やさしい人たちばかりであった。日本人と比べ少ない給料の中からご馳走していた
だいたり、いっしょになって馬鹿騒ぎしたこともあった。
　人を外見で判断せず、その人の内面を見なければならない。その際、コミュニケーションが必要になることが分
かった。今回のインターンシップでコミュニケーションを取ることの大切さ、難しさを学んだ。言葉の通じない相
手にいかにどう自分の考えを伝えるか、言葉の重みを改めて実感した。
５．日本人と現地のワーカーさんの「仕事」に対する価値観
　中国といえば、「豊富な労働力と安い賃金」にあると思っていた。しかし、工場長さんや社長さんのお話を聞く
度に日系企業がただ安い賃金で済むだけで、中国に進出したのではないことがわかった。
　ここ深圳においては、「人件費が安いから」ではなく、「日本人には、真似出来ない」という中国人の労働力の質
が重点となっていた。中国に進出した日系企業は、人件費の安さから労働力の質の高さに関心が移ったようだ。
　仕事に対する価値観は今も中国で問題になっている離職率に繋がっている。中国人は給料の高い所や技術を身に
つけることのできる企業にしか行かない。日本のように終身雇用制があって安心して働けるわけではないので、中
国では転職が当たり前だという。ワーカーさんは指示・命令には従うのだが、ある程度技術を習得したり、あきたり、
その会社に不満があったり、女性は結婚したりすると、やめていくことがわかった。ワーカーさんの育成やモチベ
ーションをどう上げていくかがカギでほとんどの会社がこの点で悩んでいる。
　しかし、ワーカーさん達の仕事に対する価値観は学ぶべき点あった。それはやはり積極性であった。ワーカーさ
んの仕事に対する取り組み方、自分に必要なものを積極的に次から次へと吸収しようという仕事に対する姿勢は本
研修生各自でアポイントメントを取る
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当に感心した。さらにその会社をやめてでも自分に必要と思えば他の会社に行ったりと、行動力のある人たちであ
ると感じた。
　私も仕事に対して、色々と吸収し積極的に行動力のある人材になりたいと強く願った。
まとめ
　このインターンシップで得たものはとても大きかった。目にするものすべてが新しいものばかりで色々吸収する
ことが多すぎて戸惑った。今でもまだ整理が追いつかないほどである。
　会社へアポイントメントをとる事や会社に取材をすることなどはすべてが初めての体験であった。しかし、この
体験を通じて、積極面では成長することができたと感じている。
　中国で働いている社長さんはみなさん信念を貫いて経営をしていた。色々な方がいらっしゃり、苦悩を楽しむ方、
信念を貫く方、一期一会を大切にする方、それになにより、中国で働いている方々は皆輝いていた。
　以前の私は何かやってやろうという気はなく、ただ流されるように生きていた。だが、色々と話を聞くと、「や
ってやるぞ！」、「俺にはこんな夢がある！」など、自分はこうしたいんだ、こうなりたいんだというの「我」を持
っていた。私にはそういった「我」がなく、周りに振り回され、ただなんとなく過ごしていただけであった。私も
これからは、「我」を持って、積極的になっていきたい。
　この研修で学んだことは、大きく分けて二つある。
　一つ目は、中国人の積極性である。彼らは自分の意見は堂々と言う。日本の会社内では部下は上司に対してあま
りもの言わない傾向にあると言える。そのため、上司としても部下が何を考えているかなど意思疎通において積極
性は大事であると感じた。
　二つ目は、「人」とのつながり、そして言葉の重要さである。こういった事は、研修で改めてその難しさを知った。
この二つは社会にでても必要になってくるものであり、今後磨き上げていきたい。
　長岡大学という一つの括りに留まっているのではなく、他大学の学生や色々な方たちと交流することが大事だと
いうことにも気付いた。色々な人の意見を聞き、こういう考え方があったんだ、世界にはこんなものが、こういう
人がいるんだということがわかり、そして「自分」についてと考えるきっかけとなった。
　今回のテクノセンターインターンシップにおける、全ての人たちとの出会いに感謝致します。今回の経験を糧に、
困難に直面しても積極性を失わずに行動できる人材になれるように努力していきます。
